平成17年2月8日

各　位

旭化成ケミカルズ株式会社

旭化成ジオテック株式会社

電気雷管の価格改定について

　旭化成ケミカルズ株式会社および旭化成ジオテック株式会社は、このたび電気雷管   「サンジェット®」の価格改定を下記の通り実施することにいたしましたので、お知らせいたします。

記

1. 対象製品　　　　・電気雷管「サンジェット®」

　　
2. 価格改定内容　　 現行価格の約30％アップ

3. 価格改訂時期　　 平成17年4月1日出荷分より

4. 価格改訂の理由　 　平成2年8月の価格改定以降14年間、全面的な価格改定を行わず

　　　　　　　　　　に操業を維持してまいりましたが、平成2年3,060万個あった国内
　　　　　　　　　　需
要も、昨年は約1,200万個と約60％減の大きな落ち込みとなりま　　　　　

した。
工場の合理化、品種の一部統廃合等のコストダ
ウン活動を行　　　　　　　　　　

ってま
いりましたが、自助努力での採算維持の限界を
超えたため価

格改訂
を実施することといたしました。

	※電気雷管:
	電気点火装置を用いて起爆薬を発火させる雷管｡通電と同時に爆発する瞬発電気雷管と、電気点火装置と起爆薬との間に各種の延時装置を挿入した、ＭＳ（ミリセコンド）、ＤＳ（デシセコンド）などの段発電気雷管がある｡


· 
以　上

＜お問合せ＞

旭化成株式会社　広報室　　　　　　　　　　TEL：03－3507－2060

　旭化成ジオテック株式会社　化薬総部　　　　TEL：03－5637－6621



　　　　　　　 

【ご参考】

◆電気雷管の国内需給推移
公共投資削減に伴う土木向け需要の減少ならびに長期的景気低迷により、長期下落傾向が続いています。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千個）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （日本火薬工業会調べ）
◆電気雷管の商品の特性
火薬類は、その商品の特性上、製造・流通・消費の過程において、安全と保安の確保のための管理コストを固定的にかける必要があります。中でも、電気雷管は、精密な加工技術を必要とすることから、原材料等の比例的コストより、固定的コストの割合が非常に高く、需要減少に伴う生産量の減少により、製品１個あたりの固定的コスト負担は、非常に重いものとなっております。

◆旭化成ジオテック株式会社 会社概要　　
	本　社
	：
	東京都墨田区錦糸3丁目2番1号　アルカイースト

	資本金
	：
	1億3200万円（旭化成ケミカルズ株式会社が99.9％出資）

	事業内容
	：
	火薬類、土木建築資材の販売　

製造は、旭化成ケミカルズ（株）　雷管工場（宮崎県延岡市）

	売上高
	：
	約150億円（2003年度）







